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1　Oxford Dictionary of Englishの初版は、The New Oxford Dictionary of English
（以下NODE）のタイトルで1998年に出版された。Oxford Dictionary of English と
いうタイトルになったのは、2003年に出版された第2版（以下ODE 2）からである。
2005年に、ODE 2の改訂版（以下ODE 2, revised）が出版され、2010年に第3版（以
下ODE 3）の出版に至っている。1  NODEからODE 3まで、それぞれの版の
Introductionには、‘. . . has been compiled according to principles which are quite 
different from those of traditional dictionaries’と記述されており、現在の英語の情
報を現今のデータと認識に基づいて映し出そうとする一貫した編纂の方針がある。
オックスフォード出版局がなぜこのように断言できるのか、その理由の一つは、各版
が基づくコーパスなどのデータベースである。コーパスは、NODEの編纂には、主
に1億語の the British National Corpus を、ODE 2の編纂からは、the Oxford 
English Corpusを用いている。現在、the Oxford English Corpusの規模は、20億語
を超えている。20億語といってもその規模は容易には想像し難いが、オックスフォ
ード出版局のウェブ上の情報によると、 the Oxford English Corpus中の1語あたりの
平均の長さを1センチメートルとして、それらをつなぐとスコットランドの北端から、
ニュージーランドの南端以上の距離になるとある。2　地球儀が頭に浮かび、イメージ
がつかみやすくなる。同コーパスデータは21世紀に入ってからの英語を収集しており、
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その英語の種類は、小説や専門家向けの定期刊行物から新聞や雑誌、そして公式の
報告書からインターネットの伝言板やチャットルームの英語といった幅広いものであ
る。また、今や、英語は世界中で用いられていることから、イギリス英語、アメリカ
英語のみでなく、世界中の英語が収集されている。大規模英語コーパスは他にもあ
るが、英語の種類とその範囲の点から見ると世界最大規模の英語コーパスである。
さらに、コーパスデータとともに、NODEからODE 3の編纂には、the Oxford 
Reading Programmeのデータベースも用いられている。これは世界中から寄せられ
る様々な英語の引用を収集したものであり、現在、その規模はおよそ1億語であり、
さらに拡大を続けている。これらのデータベースの分析による現在の英語の様相が、
辞典の記述に反映されている。
　本稿では、上記のデータベースの分析に基づいて設けられたUsage欄について、
ODE 2とODE 3を比較分析することにより、記述の増加や変化をもとに、現在の英
語がどのように使用されているかについて調べることを目的とする。3
2　まず、Usage欄の特徴について見てみよう。Usage欄は、NODEからODE 3のす
べての版で設けられており、各版のIntroductionを見ると、その目的と方針は、これ
らの版を通してほぼ同じである。伝統主義者によって反対されてきた従来の語法問
題の再検討が見られるが、その目的は以下のようにある。
The aim is to help people to use the language more accurately, more 
clearly, and more elegantly, and to give information about some of the less 
well-founded assertions about ‘correctness’ that are sometimes made 
(ODE 3 : xvi-xvii).
編纂者の方針は以下の文章によって表わされていると言えよう。
The usage notes in the Oxford Dictionary of English take the view that 
English is English, not Latin, and that English is, like all languages, 
subject to change. . . . A good dictionary reports the language as it is, not 
as the editors (or anyone else) would wish it to be, and the usage notes 
must give guidance that accords with observed facts about present-day 
usage.
This is not to imply that the issues are straightforward or that there are 
simple solutions, however, and it is certainly not intended to advocate an 
‘anything goes’ approach to writing and speaking （下線筆者） (ODE 3 : 
xvii).
Usage欄の例として、prepositionやdue toの項目が挙げられる（これらは、
NODEからODE 3まで引き継がれており、記述内容もほぼ同じである）。ラテン語の
ように、英語も文末に前置詞を用いるべきではないといった従来の見解があるが、文
末に前置詞を用いる用法は、自然なリズムで、意味が明確であれば、標準英語にお
いて広く受け入れられていると述べている。また、due toを‘because of’の意味で、
前置詞として使用する用法（ e.g. he had to retire due to an injury—ODE 3 ）につい
ても、現在、この用法は標準英語とみなされているとある。これらのUsage欄では、
従来の議論の背景や理由が述べられたうえで、コーパスなどのデータに基づいて用
法の再検討がなされ、辞典使用者に実用的なアドバイスが与えられている。
しかしながら、英語の変化を認める方針を述べながらも、上記引用中の下線部の
ように、「何でもあり」というわけではないことを強調している。この下線部は、
ODE 3で新たに挿入された記述である。やはり、辞典編纂の立場としては、規範的
要素を完全に排除することはできないであろう。
3　ODE 2とODE 3には、それぞれ515項目と535項目のUsage欄が掲載されている。4
これらは大まかに、1） 発音に関するもの、2） 綴りに関するもの、3） 語義に関するも
の a）語義の混用に関するもの、b） 語義の変遷に関するもの、4） 語法・文法に関す
るもの 5） 社会・文化などに関するものという5つのタイプに分類される。3）の語義
に関するものは、a）の語義の混用に関するものが圧倒的に多い。これは、形や発音、
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あるいは語義が似ているために混同してしまう語についての注記である。
　ODE 2とODE 3の両方にある項目は481 項目、ODE 3で新たに設けられた項目は
54項目、ODE 3で削除されたものは34項目である。5 ODE 2とODE 3で記述が同じ
である項目がかなり多いが、ODE 3で情報量が増えた項目や、ODE 3で記述に変化
が見られる項目もある。
　本稿では、特にODE 3で新たに設けられた項目とODE 2とODE 3で記述に変化が
見られる項目を見てみよう。なお、紙幅の都合により、Usage欄の引用は全文ではな
く、一部に留める項目もある。各項目名には、Usage欄をもつ見出し語を用いる。
3.1　ODE 3で新たに設けられた項目の例をタイプ別に見てみよう。
1）発音に関するもの
envelop　 Envelop is a verb, stressed on the second syllable and meaning ‘wrap 
completely’ . The noun meaning ‘paper container for a letter’ is 
envelope, stressed on the first syllable.
動詞envelopの発音に注意を促すと同時に、名詞envelopeとの発音、綴り、意味の
違いについても注意を促している。
2）綴りに関するもの
everyday The adjective everyday, meaning ‘happening or used every day’ or 
‘commonplace’ (everyday chores), is written as one word, whereas 
the  adverb meaning ‘each day, daily’ (I get up at six every day) is 
written as two.
形容詞の場合は、1語綴りに、副詞の場合は2語綴りにするよう注意を促している。
両者の混同を避けるための注は、例えば、Longman Dictionary of Contemporary 
English 第5版などの学習者用辞典にも見られる。書き言葉において、学習者のみで
なく、広く、英語使用者にこの誤りが見られるのであろう。
3）語義に関するもの
a）語義の混用に関するもの 
biennial   Biennial and biannual are often confused. Biennial means ‘occurring 
every two years’ (the biennial Ryder Cup tournament), while biannual 
means ‘twice a year’ (the solstice is a biannual event).
綴りが似ているために混同しやすい語である。OED2とOED3の両版にbi-のUsage
欄があるが、OED3において、bi-の項目中にも、これら2つの語の混同に注意を促す
記述が付け加えられた。混同がよく見られることが推測される。
b）語義の変遷に関するもの
presently  Presently can mean both ‘now, at this moment’ and ‘soon’ . Both 
senses go back to the Middle Ages. The former sense fell into 
disfavour between the 17th and 20th centuries and some traditionalists 
still object to it, but it is widely used and generally regarded as 
acceptable standard English.
この語を‘now, at this moment’の意味で用いることは、17世紀から20世紀の間で
嫌われ、依然としてこの用法に反対する伝統主義者もいる。しかし、この意味は広
く用いられており、標準英語としてみなされることが述べられている。
4）語法・文法に関するもの
mouse　    Is the plural of mouse in the computing sense mice or mouses?
People often feel that this sense needs its own distinctive plural, but in 
fact the ordinary plural mice is commoner, and the first recorded use 
of the term in the plural (1984) is mice.
パソコンの普及とともに、「マウス」も身近なものになっている。OED3のmouseのエ
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ントリーには、パソコン用の「マウス」の複数形として‘(pl. mice or mouses)’のよう
に2つの形が掲載されているが、Usage欄を見ることにより、パソコン用の「マウス」
の複数形には、mousesよりもmiceのほうが頻度が高いことが分かる。
5）社会・文化などに関するもの
chairman  Both terms [chair and chairperson] faced initial resistance, and 
although they have now become accepted in standard English, the 
Oxford English Corpus shows that they are still far less common than 
chairman.
1970年代に性差別の問題で批判されたchairmanであるが、これに代わるものとして、
chair と chairpersonが用いられるようになったが、the Oxford English Corpusデー
タによると、これらの語は、まだchairmanよりもかなり頻度が低いことが分かる。
3.2　ODE 2とODE 3の両方にUsage欄があるものの中から、ODE 2とODE 3で用法
に変化が見られる、あるいはODE 3で情報が追加された項目をいくつか挙げてみよう。
用法についての記述に変化が見られる項目はさほど多くない。ここでは、綴り、語義
（語義の混用）、語法・文法、社会に関するものを見てみよう。
綴りに関するもの
adviser
ODE 2 The spelling advisor is much less common than adviser. More common in 
North America than in Britain. It is a more recent development and is still 
regarded by some people as incorrect.
ODE 3 The spellings adviser and advisor are both correct. Adviser is more 
common, but advisor is also widely used, especially in North America. 
Adviser may be seen as less formal, while advisor often suggests an 
official position.（下線筆者）
ODE 2には、advisorは、最近用いられるようになった語で、まだ正しくないとみな
す人もいるとの記述があったが、ODE 3には、adviserとadvisorのどちらの綴りも正
しいと記述されている。しかし、adviserのほうが、advisorよりも一般的で、advisor
は、特にアメリカ英語で広く用いられる。下線部はODE 3で付け加えられた。ODE 2
において、正しくないとみなす人もいるとされていたadvisorであるが、ODE 3では、
advisorはしばしば「公職」を表わすと述べられている。
minuscule
ODE 2 The correct spelling is minuscule rather than miniscule. The latter is a 
common error, which has arisen by analogy with other words beginning 
with mini-, where the meaning is similarly ‘very small’ .
ODE 3 The standard spelling is minuscule rather than miniscule. The latter form 
is a very common one (accounting for almost half of citations for the term 
in the Oxford English Corpus), and has been recorded since the late 19th 
century. . . . It is now so widely used that it can be considered as an 
acceptable variant, although it should be avoided in formal contexts.
（下線筆者）
下線部の記述は、ODE 3で追加されたものである。類推による誤りとみなされていた
綴りminisculeの使用が広がり、異形として受け入れられるようになっていることが
分かる。ただし、正式な文脈では避けるべきであるとのアドバイスがある。ODE 3に
おいて、minisculeは、minusculeのエントリーに、異形綴りとして、‘(also 
miniscule)’のようにつけ加えられた。
語義に関するもの（語義の混用に関するもの）
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pore2  v.
ODE 3で以下の記述が加えられた。
ODE 3 As pore is a much less common word, people often choose the more 
familiar pour, producing sentences such as she was pouring over books 
and studying till midnight. Although increasingly common, this use is 
incorrect in standard English.（下線筆者）
Pore (‘be absorbed in reading something’ )とpour (‘flow or cause to flow in a 
steady stream’ )の混用の問題である。Poreの頻度がかなり低いため、よりなじみの
あるpourをporeの代わりに用いる傾向があることが分かる。下線部にあるように、
この用法は増えてはいるが、標準英語では正しくないとみなされている。
　第2章で見た辞典編集者の方針に、「何でもあり」というわけではないことが述べ
られていた。誤って用いられ始めた用法の頻度が増えた場合、どの段階で標準英語
とみなすか、やはり、これには編集者や専門家の判断が求められるのではないだろう
か。
語法・文法に関するもの
candelabrum
ODE 2 Based on the Latin forms, the correct singular is candelabrum and the 
correct plural is candelabra. However, these forms are often not observed 
in practice: the singular form is assumed to be candelabra and hence its 
plural is interpreted as candelabras.
ODE 3 Based on the Latin forms, the correct singular is candelabrum and the 
plural is candelabra. However, in practice candelabra is increasingly used 
as the singular form, with the plural as candelabras. In the Oxford English 
Corpus these forms are commoner than the traditional ones, and are 
coming to be regarded as part of standard English.（下線筆者）
下線部にあるように、the Oxford English Corpusのデータによると、単数形に
candelabrum を、複数形に candelabraを用いるよりも、単数形にcandelabraを、複
数形にcandelabrasを用いることが多くなり、この用法が標準英語とみなされるよう
になりつつある。ODE 3において、candelabrum のエントリーには、‘(pl. 
candelabra or candelabras)’のように、複数形のcandelabrasが加えられた。ラテ
ン語由来の語に、英語のルールが適用されるようになってきていることが分かる。
社会に関するもの
man
ODE 2 In some contexts, alternative terms such as the human race or humankind 
may be used. Fixed phrases and sayings such as time and tide wait for no 
man can be easily rephrased, e.g. time and tide wait for nobody. However, 
in other cases, particularly in compound forms, alternatives have not yet 
become established: there are no standard accepted alternatives for 
manpower or the verb man, for example.
ODE 3 In some contexts, alternative terms such as the human race or humankind 
may be used. Fixed phrases and sayings such as time and tide wait for no 
man can be easily rephrased, e.g. time and tide wait for nobody. 
Alternatives for terms such as manpower or the verb man exist: for 
example, staff or employees, and to staff or to operate.（下線筆者）
「人（一般）」について言う場合に、manではなく、the human raceやhumankindが用
いられうるが、ODE 2では、manpower や動詞のmanに代わる確立された標準英語
表現はないとされていたが、ODE 3では、前者には、staff やemployeesが、後者には、
動詞のstaffや operateがあるというように、記述に変化が見られる。ODE 3のこの記
述は、性別が表れるmanの使用を避ける場合に、別の表現の提案がなされており、
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辞典利用者には役に立つものであろう。
　その他、ODE 2とODE 3のUsage欄には、the Oxford English Corpusに基づいて
分析された語（句）の頻度情報が見られる項目もある。例えば、cannotには、ODE 2
編纂時には、2語綴りのcan notはおよそ400件、1語綴りのcannotは6,000件以上と
の記述がなされている。Cannotとcan notの比率は、15：1となる。一方ODE 3には、
1語綴りのほうが2語綴りの3倍の件数があるとの情報がある。つまり、cannotとcan 
notの比率は、3 :1となる。この比率を見て、2語綴りcan notの頻度が高くなってい
るとの解釈をしてしまうのは危険である。それぞれの版の記述中の比率を見て、
ODE 2とODE 3の間における頻度変化の程度は判断できないことに注意しなければ
ならない。
　Geoffrey Leech 氏によると、辞典の編纂に用いるコーパスの規模が拡大すること
により、より正確な言語分析が可能になる、つまり、英語の変化というよりも、コー
パスデータの変化による辞典の記述の変化の可能性がある。6　どの程度、頻度の変
化があるのか、またその変化は有意なものであるのかについて把握するためには、
実際にthe Oxford English Corpusのデータにアクセスし、統計処理などを行い、分
析する必要がある。7
3.3　ODE 3で削除された項目は34項目あるが、例えば、Afro-Americanのように、
African Americanやblackにとって代わられ、blackの項目に詳しい記述があるため
に、削除されたと考えられる項目もある。8　ここでは、語法・文法に関する項目の
例を見てみよう。
author
ODE 2 In the sense ‘be the author of’ the verb author is objected to by some 
traditionalists. It is well established, though, especially in North America, 
and has been in use since the end of the 16th century.
ODE 3でこのUsage欄が削除されたということは、動詞としてのauthor (‘be the 
author of’) の用法が定着しているということだろうか。
grow
ODE 2 Although grow is typically used intransitively . . . its use as a transitive 
verb has long been standard in contexts which refer to growing plants and 
one’ s hair (more land was needed to grow crops; she grew her hair long). 
Recently, however, grow has extended its transitive sense and become 
popular in business jargon: entrepreneurs who are struggling to grow their 
business. This is still a relatively new usage, and it is perhaps better to 
avoid it in formal contexts.
ODE 2では、growの他動詞の意味の範囲が広くなり、‘business jargon’で用いられ
るが、正式な文脈では避けたほうがよいだろうとのアドバイスがなされていた。
ODE 3の growの第 3 義中には、‘[with obj.]  develop or expand  (something, 
especially a business)’（下線筆者）のように、下線部の記述が加えられた。ビジネス
の分野ではこの用法が定着しているのだろうか。
4　ODE 2とODE 3のUsage欄を比較して、両版の間に、英語の使用の変化について
の記述はさほど多くは見られなかった。しかしながら、Usage欄には、現代英語の用
法が、the Oxford English Corpusなどの大規模なデータベースの分析に基づき、編
纂方針に従って、反映されている。データベースの規模が大きくなるにつれ、より正
確な言語分析が可能になる。ODE 3には、現代英語の実際の諸相が明確に写し出さ
れていると言えよう。
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Notes
1） NODEについては、山本（1999）の分析、ODE 3の新語については、藤本（2012）を参照のこと。
2） Oxford Dictionaries. 2012. Oxford University Press. Available at
http://oxforddictionaries.com/words/about-the-oxford-english-corpus/ （accessed 28 February 
2012）.
3） OED3において、Word trends欄が設けられた。Usage欄に比べると、その数はかなり少ないが、
the Oxford English Corpus の分析に基づき、21世紀に入って、用法の著しい変化で注目を浴び
るいくつかの語が扱われている。例えば、terrorの使用は、2001年9月のアメリカ同時多発テロ
事件から着実に増えたが、2007年をピークにその使用が減少していることや、webは「インター
ネット」の同義語としての用法が優勢であるなどの情報が掲載されている。
4） これらの中には、actressのように‘See USAGE at ACTOR.’のように、他項目参照の指示のみの
項目も含まれている。
5） 例えば、ODE 3で削除された aboriginalの内容は、ODE 3で新たに設けられた aborigineでの
記述に発展吸収されている。このような場合、本稿では、aboriginalは削除された項目とみなし、
aborigineはODE 3で新たに設けられた項目としてカウントしてある。
6） Geoffrey Leech （personal communication, 11 July 2011）.
7） コーパスに基づく英語の変化の実証的研究には、Leech et al. （2009）やMair & Leech （2006）
などがある。
8） 削除された項目の中には、innitのようにWord trends欄に吸収されたものもある。
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